
(57)【要約】

【目的】広帯域無線を使用する通信機器において、低い

中間周波数の選択を可能にし、高性能の送受信機を提供

する。

【構成】送受信装置の局部発振器の発振周波数帯域を分

割し、上側波帯と下側波帯の信号帯域が選択できる機能

と変調・復調信号のＱ相を正相と負相に切り替える機能

とで構成される。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
送 信 中 間 周 波 数 送 信 局 部 発 振 周 波 数 よ り 送 信 周 波 数 を 得 る 無 線 変 換 回 路 に お い て 、 送 信 局
部 発 振 手 段 は 、 送 信 周 波 数 か ら 中 間 周 波 数 を 差 し 引 い た 周 波 数 と 送 信 周 波 数 と 中 間 周 波 数
を 加 え た 周 波 数 を 切 り 替 え て 発 振 さ せ る こ と を 特 徴 と し た 無 線 周 波 数 変 換 方 式 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 目 １ の 無 線 周 波 数 変 換 手 段 と 、 直 交 変 調 手 段 と 変 調 入 力 の
Ｑ 相 信 号 を 正 相 と 負 相 に 切 り 替 え る 手 段 を 備 え 、 送 信 局 部 発 振 周 波 数 の 切 り 替 え と Ｑ 相 信
号 の 正 相 と 負 相 の 切 り 替 え を 連 動 し て 切 り 替 え る こ と を 特 徴 と す る 無 線 周 波 数 変 換 方 式 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 目 １ の 無 線 周 波 数 変 換 手 段 と 、 直 交 変 調 手 段 を 備 え 、 こ の
直 交 変 調 手 段 に 供 給 す る 局 部 発 振 周 波 数 の サ イ ン 波 と コ サ イ ン 波 を 切 り 替 え る 手 段 を 備 え
、 送 信 局 部 発 振 周 波 数 の 切 り 替 え と サ イ ン 波 と コ サ イ ン 波 の 切 り 替 え を 連 動 し て 切 り 替 え
る こ と を 特 徴 と す る 無 線 周 波 数 変 換 方 式 。
【 請 求 項 ４ 】
受 信 中 間 周 波 数 と 受 信 局 部 発 振 周 波 数 よ り 受 信 周 波 数 を 得 る 無 線 変 換 回 路 に お い て 、 受 信
局 部 発 振 手 段 は 、 受 信 周 波 数 か ら 中 間 周 波 数 を 差 し 引 い た 周 波 数 と 受 信 周 波 数 と 中 間 周 波
数 を 加 え た 周 波 数 を 切 り 替 え て 発 振 さ せ る こ と を 特 徴 と し た 無 線 周 波 数 変 換 方 式 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 目 ４ の 無 線 周 波 数 変 換 手 段 と 、 直 交 復 調 手 段 と 復 調 出 力 の
Ｑ 相 信 号 を 正 相 と 負 相 に 切 り 替 え る 手 段 を 備 え 、 受 信 局 部 発 振 周 波 数 と Ｑ 相 信 号 の 正 相 と
負 相 を 連 動 し て 切 り 替 え る こ と を 特 徴 と す る 無 線 周 波 数 変 換 方 式 。
【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 目 ４ の 無 線 周 波 数 変 換 手 段 と 、 直 交 復 調 手 段 を 備 え 、 こ の
直 交 復 調 手 段 に 供 給 す る 局 部 発 振 周 波 数 の サ イ ン 波 と コ サ イ ン 波 を 切 り 替 え る 手 段 を 備 え
、 受 信 局 部 発 振 周 波 数 の 切 り 替 え と サ イ ン 波 と コ サ イ ン 波 の 切 り 替 え を 連 動 し て 切 り 替 え
る こ と を 特 徴 と す る 無 線 周 波 数 変 換 方 式 。
【 請 求 項 ７ 】
請 求 項 目 １ ま た は ４ の 無 線 周 波 数 変 換 手 段 と 、 周 波 数 変 換 利 得 の
補 正 手 段 を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 無 線 周 波 数 変 換 方 式 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 に 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 高 速 無 線 Ｌ Ａ Ｎ 等 の 局 部 発 振 周 波 数 制 御 方 式 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
図 １ に 従 来 の 技 術 の ブ ロ ッ ク 図 を 示 す 。 デ ィ ジ タ ル 変 調 さ れ た 受 信 高 周 波 （ ５ ３ ２ ０ Ｍ Ｈ
ｚ ） は ア ン テ ナ １ で 励 振 さ れ 、 ア ン テ ナ ス イ ッ チ ２ を 経 て 、 低 雑 音 前 置 増 幅 ３ に 入 る 。
こ の 受 信 高 周 波 は 局 部 発 振 器 ４ の 信 号 （ ４ ８ ４ ６ Ｍ Ｈ ｚ ） と で ミ キ サ ５ に よ っ て 中 間 周 波
数 （ ３ ７ ４ Ｍ Ｈ ｚ ） に 変 換 さ れ る 。
更 に 、 中 間 周 波 数 は 中 間 周 波 帯 域 フ ィ ル タ ６ で 不 要 波 を 除 去 し た 上 、 中 間 周 波 増 幅 器 ７ で
増 幅 し 、 ３ ７ ４ Ｍ Ｈ ｚ の 直 交 復 調 器 ８ で Ｉ 相 と Ｑ 相 の ベ ー ス バ ン ド 信 号 に 復 調 す る 。
こ の ベ ー ス バ ン ド 信 号 の Ｉ 相 は Ａ Ｄ 変 換 器 ９ で Ｑ 相 は Ａ Ｄ 変 換 器 １ ０ で デ ィ ジ タ ル 信 号 に
変 換 し 、 ベ ー ス バ ン ド 信 号 処 理 器 １ １ で 復 調 し デ ー タ を 受 信 す る 。
一 方 、 送 信 デ ー タ は ベ ー ス バ ン ド 信 号 処 理 器 １ １ で Ｉ 相 と Ｑ 相 の デ ィ ジ タ ル 信 号 に 分 離 し
、 Ｉ 相 は Ｄ Ａ 変 換 器 １ ２ で Ｑ 相 は Ａ Ｄ 変 換 器 １ ３ で ベ ー ス バ ン ド 信 号 に 変 換 し 、 直 交 変 調
器 １ ４ で ３ ７ ４ Ｍ Ｈ ｚ の 中 間 周 波 数 を 変 調 す る 。 こ の 変 調 さ れ た 中 間 周 波 は 局 部 発 振 器 ４
の 信 号 （ ４ ８ ４ ６ Ｍ Ｈ ｚ ） と で ミ キ サ １ ５ に よ っ て 送 信 高 周 波 （ ５ ３ ２ ０ Ｍ Ｈ ｚ ） に 変 換
後 、 送 信 高 周 波 帯 域 フ ィ ル タ １ ６ で 不 要 波 を 除 去 し た 上 、 電 力 増 幅 器 １ ７ で 増 幅 し 、 ア ン
テ ナ ス イ ッ チ ２ を 経 て ア ン テ ナ １ よ り 輻 射 さ れ る 。
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【 ０ ０ ０ ３ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
従 来 の 時 分 割 無 線 技 術 で は 、 送 信 高 周 波 帯 域 フ ィ ル タ １ ６ は 送 信 信 号 通 過 帯 域 （ ５ １ ７ ０
－ ５ ２ ５ ０ Ｍ Ｈ ｚ ） で 通 過 損 失 を 最 少 に し 、 局 部 発 振 周 波 数 （ ４ ８ ０ ６ － ４ ８ ４ ６ Ｍ Ｈ ｚ
） の 減 衰 量 （ － ４ ０ ｄ Ｂ ｒ ） を 確 保 し 、 不 要 波 の 輻 射 を 最 少 に 抑 え る 必 要 が あ る 。 こ の 場
合 の 最 低 通 過 帯 域 周 波 数 ５ １ ７ ０ Ｍ Ｈ ｚ と 最 大 局 部 発 振 周 波 数 ４ ８ ４ ６ Ｍ Ｈ ｚ の 差 異 は ３
２ ４ Ｍ Ｈ ｚ と な り 、 ５ １ ７ ０ Ｍ Ｈ ｚ に お け る 比 帯 域 ６ ． ３ ％ を 満 足 す る た め ３ 段 の セ ラ ミ
ッ ク 高 周 波 フ ィ ル タ 等 を 必 要 と す る 。 こ の 高 周 波 フ ィ ル タ を 小 型 化 す る に は 可 能 な 限 り 中
間 周 波 数 を ５ ７ ０ Ｍ Ｈ ｚ 等 の 高 い 周 波 数 に し た い 。 一 方 、 受 信 系 の 局 部 発 振 周 波 数 は 送 受
切 り 替 え 時 間 を ５ マ イ ク ロ 秒 程 度 に 抑 え 、 発 振 器 と 中 間 周 波 フ ィ ル タ を 送 受 共 用 す る こ と
を 目 的 と し 、 一 般 的 に 送 受 共 通 の 中 間 周 波 数 を 採 用 す る 。 中 間 周 波 数 を 高 く し た 場 合 、 そ
の 中 間 周 波 フ ィ ル タ の 選 択 特 性 は 周 波 数 に 比 例 し て 広 く な り 、 隣 接 チ ャ ネ ル の 妨 害 特 性 が
劣 化 す る 課 題 を 根 本 的 に 抱 え て い る 。
こ の 課 題 は 使 用 す る 通 信 帯 域 が ４ ９ ０ ０ － ５ ３ ５ ０ Ｍ Ｈ ｚ に 拡 大 さ れ た 場 合 、 更 に 深 刻 な
課 題 と な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 で は 、 想 定 さ れ る 無 線 周 波 数 範 囲 の チ ャ ネ ル を 高 群 と 低 群 に 分 割 し 、 高 群 の チ ャ ネ
ル を 使 用 す る と き は 使 用 周 波 数 よ り 高 い 局 部 発 振 周 波 数 を 、 低 群 の チ ャ ネ ル を 使 用 す る と
き は 使 用 周 波 数 よ り 低 い 局 部 発 振 周 波 数 を 使 用 す る 事 に よ り 、 通 過 帯 域 周 波 数 と 局 部 発 振
周 波 数 の 差 異 を 大 き く と る こ と が 出 来 る 。 一 方 、 周 波 数 ミ キ サ で 発 生 す る 上 側 波 帯 を 使 用
す る 場 合 と 、 下 側 波 帯 を 使 用 す る 場 合 は 変 調 信 号 の 位 相 回 転 が 逆 相 と な り 、 チ ャ ネ ル の 選
択 に 応 じ た 位 相 回 転 の 補 正 を 同 時 に 実 施 す る 事 に よ り 、 無 線 の 接 続 点 に お け る 相 互 接 続 規
格 を 満 足 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 実 施 例 】
図 ２ に 本 発 明 の ブ ロ ッ ク 図 を 示 す 。 デ ィ ジ タ ル 変 調 さ れ た 受 信 高 周 波 は ア ン テ ナ ２ １ で 励
振 さ れ 、 ア ン テ ナ ス イ ッ チ ２ ２ を 経 て 、 低 雑 音 前 置 増 幅 ２ ３ に 入 る 。
こ の 受 信 高 周 波 は 局 部 発 振 器 ２ ４ の 信 号 と で 受 信 ミ キ サ ２ ５ に よ っ て 中 間 周 波 数 （ ３ ７ ４
Ｍ Ｈ ｚ ） に 変 換 さ れ る 。 こ こ で 受 信 周 波 数 Ｆ Ｒ と 受 信 局 部 発 振 周 波 数 Ｆ Ｌ Ｏ は 次 の 関 係 に
す る 。
Ｆ Ｒ ： ［ ５ １ ８ ０ ， ５ ２ ０ ０ ， ５ ２ ２ ０ ， ５ ２ ４ ０ ， ５ ２ ６ ０ ， ５ ２ ８ ０ ， ５ ３ ０ ０ ， ５
３ ２ ０ Ｍ Ｈ ｚ ］ Ｆ Ｌ Ｏ ： ［ ４ ８ ０ ６ ， ４ ８ ２ ６ ， ４ ８ ４ ６ ， ４ ８ ６ ６ ， ５ ６ ３ ４ ， ５ ６ ５
４ ， ５ ６ ７ ４ ， ５ ６ ９ ４ Ｍ Ｈ ｚ ］
こ の 周 波 数 関 係 は 、 低 群 の チ ャ ネ ル を 選 択 し た と き に 、 Ｆ Ｒ ＞ Ｆ Ｌ Ｏ と し 、 高 群 の チ ャ ネ
ル を 選 択 し た と き に Ｆ Ｒ ＜ Ｆ Ｌ Ｏ に す る 。
又 、 受 信 ミ キ サ に イ メ ー ジ ・ リ ジ ェ ク シ ョ ン ・ ミ キ サ （ Ｉ Ｒ Ｍ ） を 使 用 す る 場 合 、 上 側 波
帯 の み 又 は 、 下 側 波 帯 の み を 通 過 す る Ｉ Ｒ Ｍ の ２ 種 類 を 持 ち 、 チ ャ ネ ル 選 択 に よ っ て 切 り
替 え る 。
こ の 受 信 ミ キ サ ２ ５ は 局 部 発 振 周 波 数 帯 域 が 広 い た め 、 平 坦 な 変 換 利 得 に な ら ず 、 周 波 数
特 性 を 持 つ 。 こ の 利 得 を 補 正 す る た め に ベ ー ス バ ン ド 信 号 処 理 器 ３ ２ は チ ャ ネ ル 毎 、 又 は
、 高 低 群 で 利 得 補 正 係 数 を 持 ち 、 受 信 電 波 の 有 無 判 定 や 受 信 Ａ Ｇ Ｃ 等 に 使 用 す る 。
更 に 、 中 間 周 波 数 は 中 間 周 波 帯 域 フ ィ ル タ ２ ６ で 不 要 波 を 除 去 し た 上 、 中 間 周 波 増 幅 器 ２
７ で 増 幅 し 、 ３ ７ ４ Ｍ Ｈ ｚ の 直 交 復 調 器 ２ ８ で Ｉ 相 と Ｑ 相 の ベ ー ス バ ン ド 信 号 に 復 調 す る
。
こ の ベ ー ス バ ン ド 信 号 の Ｉ 相 は Ａ Ｄ 変 換 器 ２ ９ で Ｑ 相 は Ａ Ｄ 変 換 器 ３ ０ で デ ィ ジ タ ル 信 号
に 変 換 し 、 ベ ー ス バ ン ド 信 号 処 理 器 ３ ２ で 復 調 し デ ー タ を 受 信 す る 。 高 群 の チ ャ ネ ル を 選
択 し た 場 合 、 位 相 反 転 器 ３ １ を 挿 入 し 、 Ｑ 相 デ ー タ の 位 相 を 反 転 す る 。 低 群 の チ ャ ネ ル を
選 択 し た 場 合 は 、 位 相 反 転 器 ３ １ は 使 用 し な い 。
こ の 受 信 系 の 位 相 反 転 の 処 理 は 次 の 理 由 に よ る 。
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デ ィ ジ タ ル 変 調 さ れ た 無 線 信 号 Ｉ ｃ ｏ ｓ ω ｔ ＋ Ｑ ｓ ｉ ｎ ω ｔ と 局 部 発 振 周 波 数 ｓ ｉ ｎ 　 ｐ
ｔ に よ る 受 信 ミ キ サ 出 力 は 次 の 式 で 表 さ れ る 。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ こ で 中 間 周 波 数 は １ ／ ２ ｛ Ｉ ｃ ｏ ｓ （ ω － ｐ ） ｔ ＋ Ｑ ｓ ｉ ｎ （ ω － ｐ ） ｔ ｝ を 使 用 す る
。
こ の 中 間 周 波 数 の 位 相 偏 移 角 度 φ ＝ ω － ｐ は （ ω ＞ ｐ ） を 使 用 し た 場 合 正 、 下 側 波 帯 （ ω
＜ ｐ ） を 使 用 し た 場 合 負 と な る 。
従 い 、 上 側 波 帯 を 使 用 し た 直 交 復 調 器 の 出 力 は 次 の 式 表 さ れ る 。
　
　
　
　
　
　
と な り 、 Ｉ ・ Ｑ 信 号 は 復 調 さ れ る 。
一 方 、 下 側 波 帯 を 使 用 し た 場 合 、 位 相 偏 移 角 度 φ は 負 に な り 、 直 交 復 調 器 の 出 力 は 次 の 式
表 さ れ る 。
　
　
　
　
　
　
　
　
と な り 、 Ｑ 信 号 は 負 の 信 号 と し て 復 調 さ れ る 。
従 い 、 下 側 波 帯 を 使 用 す る に は Ｑ 信 号 の 位 相 を 反 転 し 、 正 規 の 位 相 状 態 の も ど し て 使 用 す
る 必 要 が あ る 。
こ の 代 替 １ ） と し て 、 直 交 復 調 器 の Ｉ 相 と Ｑ 相 の ロ ー カ ル 信 号 に 負 の 位 相 回 転 を 供 給 す る
ほ う 方 法 が あ る 。
下 側 波 帯 を 使 用 し 、 ロ ー カ ル 信 号 に 負 の 位 相 回 転 を 与 え た 交 復 調 器 の 出 力 は 次 の 式 で 表 さ
れ る 。
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上 記 の 式 は 、 Ｉ ・ Ｑ が 正 相 で 復 調 さ れ る こ と を 示 す 。
代 替 ２ ） と し て 、 交 復 調 器 に 供 給 す る ロ ー カ ル 信 号 の ｓ ｉ ｎ ／ ｃ ｏ ｓ 波 入 れ 替 え て 供 給 し
た 場 合 、 交 復 調 器 の 出 力 は 次 の 式 で 表 さ れ る 。
　
　
　
　
　
　
　
　
上 記 の 復 調 出 力 信 号 は Ｉ ・ Ｑ の 変 調 角 度 位 相 が － π ／ ２ 時 に 発 生 す る 信 号 に 同 じ で あ る こ
と よ り 、 Ｉ ・ Ｑ は － π ／ ２ の 遅 延 を 持 っ て 正 相 で 復 調 さ れ る こ と を 示 す 。
代 替 １ ） と ２ ） の 方 法 は 通 常 中 間 周 波 数 を Ａ Ｄ 変 換 可 能 な 低 い 周 波 数 を 選 択 し 、 こ の 中 間
周 波 を 直 接 Ａ Ｄ 変 換 し 、 デ ィ ジ タ ル 直 交 復 調 器 を 使 用 す る 場 合 、 ロ ー カ ル 信 号 の ｓ ｉ ｎ と
ｃ ｏ ｓ 　 Ｒ Ｏ Ｍ テ ー ブ ル の 読 み 取 り 順 を 変 更 す る こ と に よ り 負 の 位 相 回 転 を 与 え る 事 が 出
来 、 又 、 ｓ ｉ ｎ と ｃ ｏ ｓ 　 Ｒ Ｏ Ｍ テ ー ブ ル を 切 り 替 え て 使 用 す る こ と に よ り 容 易 に 実 現 で
き る 。
送 信 系 は 次 の 動 作 を す る 。
ベ ー ス バ ン ド 信 号 処 理 器 ３ ２ で 生 成 さ れ た Ｉ 相 ・ Ｑ 相 デ ー タ は そ れ ぞ れ Ｄ Ａ 変 換 器 ３ ４ と
３ ５ で ア ナ ロ グ の ベ ー ス バ ン ド に 変 換 さ れ 、 直 交 変 調 器 ３ ８ で 中 間 周 波 数 に 変 換 し 、 不 要
な イ メ ー ジ 周 波 数 を 中 間 周 波 帯 域 フ ィ ル タ ２ ６ で 除 去 し た 後 、 送 信 ミ キ サ で 局 部 発 振 器 ２
４ の 信 号 と で 送 信 高 周 波 数 に 変 換 す る 。 こ の 送 信 帯 域 フ ィ ル タ は 送 信 局 部 発 振 周 波 数 等 の
不 要 波 が 送 信 さ れ ぬ よ う 除 去 す る 。 送 信 高 周 波 信 号 は 電 力 増 幅 器 ３ ８ 、 ア ン テ ナ ス イ ッ チ
２ ２ を 経 て 、 ア ン テ ナ ２ １ に 励 振 さ れ 、 輻 射 す る 。
送 信 周 波 数 と 送 信 局 部 発 振 周 波 数 は 前 述 の 受 信 の 周 波 数 と 同 一 の 組 み 合 わ せ を 取 る 。
受 信 の 場 合 と 同 様 に 、 高 群 の チ ャ ネ ル を 選 択 し た 場 合 、 位 相 反 転 器 ３ ３ を 挿 入 し 、 Ｑ 相 デ
ー タ の 位 相 を 反 転 す る 。 低 群 の チ ャ ネ ル を 選 択 し た 場 合 は 、 位 相 反 転 器 ３ ３ は 使 用 し な い
。
こ の 受 信 系 の 位 相 反 転 の 処 理 は 次 の 理 由 に よ る 。
デ ィ ジ タ ル 変 調 さ れ た 中 間 周 波 信 号 Ｉ ｃ ｏ φ ｔ ＋ Ｑ ｓ ｉ ｎ φ ｔ と 送 信 局 部 発 振 周 波 数 ｓ ｉ
ｎ 　 ｐ ｔ に よ る 送 信 ミ キ サ 出 力 は 次 の 式 で 表 さ れ る 。
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こ こ で 送 信 周 波 数 に １ ／ ２ ｛ Ｉ ｃ ｏ ｓ （ φ ＋ ｐ ） ｔ ＋ Ｑ ｓ ｉ ｎ （ φ ＋ ｐ ） ｔ ｝ を 使 用 し た
場 合 Ｉ 相 ・ Ｑ 相 の 位 相 関 係 は 変 わ ら な い 。 上 側 波 帯 １ ／ ２ ｛ Ｉ ｃ ｏ ｓ （ φ － ｐ ） ｔ ＋ Ｑ ｓ
ｉ ｎ （ φ － ｐ ） ｔ ｝ を 使 用 し た 場 合 、 φ ＜ ｐ で あ る 事 よ り 、 送 信 高 周 波 数 の 位 相 偏 移 角 度
ω ＝ φ － ｐ は 負 と な る 。
従 い 、 下 側 波 帯 の ミ キ サ 送 信 出 力 は 次 の 式 で 表 さ れ る 。
送 信 出 力 　 　 　 ＝ １ ／ ２ ｛ Ｉ ｃ ｏ ｓ （ － ω ） ｔ ＋ Ｑ ｓ ｉ ｎ （ － ω ） ｔ ｝ ＝ １ ／ ２ （ Ｉ ｃ ｏ
ｓ ω ｔ － Ｑ ｓ ｉ ｎ ω ｔ ）
こ の 位 相 を 補 正 す る 方 法 は 受 信 信 号 の 復 調 時 に 使 用 す る 方 法 と 同 一 方 法 を 使 用 す る こ と が
出 来 る 。 即 ち 、 送 信 の Ｑ 信 号 に 反 転 器 ３ ３ を 使 用 す る か 、 中 間 周 波 数 を Ｄ Ａ 変 換 可 能 な 低
い 周 波 数 を 選 択 し 、 デ ィ ジ タ ル 直 交 変 調 器 を 使 用 す る 場 合 、 ロ ー カ ル 信 号 の ｓ ｉ ｎ と ｃ ｏ
ｓ 　 Ｒ Ｏ Ｍ テ ー ブ ル の 読 み 取 り 順 を 変 更 す る こ と に よ り 負 の 位 相 回 転 を 与 え る 事 が 出 来 、
又 、 ｓ ｉ ｎ と ｃ ｏ ｓ 　 Ｒ Ｏ Ｍ テ ー ブ ル を 切 り 替 え て 使 用 す る こ と に よ り 容 易 に 実 現 で き る
。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に よ り 、 通 信 帯 域 幅 に 比 較 し て 、 低 い 中 間 周 波 数 を 選 択 で き る こ と に よ り 、 高 性 能
の 中 間 周 波 帯 域 フ ィ ル タ が 使 用 で き る と 同 時 に 、 送 信 時 の 局 部 発 振 周 波 数 の 不 要 波 輻 射 量
を 容 易 に 抑 え る こ と が 可 能 と な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 従 来 の 技 術 に お け る 時 分 割 無 線 構 成 図
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 例
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】
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